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国営滝野すずらん丘陵公園
　7月18日（土）
　 滝野満喫ノルディックウォーキングツアー
　　 ノルディックウォーキング経験者向けのイベントです。ノルディッ
クウォーキング中級～上級者向けのコースで、毎月見ごろのエ
リアを回るツアーをインストラクターと公園スタッフと一緒に回り
ます。

　　コースルート：夏の滝野を満喫しよう（8 km）
　　 東口休憩所～花人の隠れ家～展望台～森見の塔～ツリーハウ
ス～森の交流館～わにぐちトンネル～くまげらトンネル～中央
口休憩所

　　　●参加費　100円／名（保険料）（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　東口休憩所（受付）
　　　●時　間　10:00～13:00（受付 9 :30～10:00）
　　　●定　員　30名（開催日の5日前までに申し込み）
　　　●対　象　ノルディックウォーキング経験者以上推奨
　　　※事前予約先（011-594-2222）
　7月23日（木・祝）～ 8月19日（水）
　滝野の森野外昆虫博物館
　　 夏の森の魅力である昆虫がテーマの体験型ミュージアム。期
間中はボランティアによるガイドツアーや専門家による講習会、
昆虫に関する屋内外の展示などを行っています。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　滝野の森ゾーン西エリア “自然博物園”
　　　●時　間　開園時間内（9 :00～18:00）
　7月25日（土）
　ノルディックウォーキング滝野ショートコースツアー
　　 健康づくりを目的に、ノルディックウォーキングの講習会を開
催します。参加者のレベルに合わせたコースを設定していて、
今年度は3～ 5 kmのショートコースを体験できます。

　　　●参加費　100円／名（保険料）（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　東口休憩所（受付）
　　　●時　間　10:00～12:00（受付 9 :30～10:00）
　　　●定　員　15名（開催日の5日前までに申し込み）
　　　※事前予約先（011-594-2222）

7月12日（日）
 ウポポイ　民族共生象徴空間オープン
北海道白老郡白老町若草町 2丁目
　 開業を見合わせていましたが、感染症対策の基本的対処方針や
各種ガイドラインに基づく取組みを十分に講じた上で、7月12日
（日）に開業することとなりました。
　ホームページ　https://ainu-upopoy.jp/
　問い合わせ／
　　　　（公財）アイヌ民族文化財団　民族共生象徴空間運営本部
　　　　白老事務所：0144-82-3914、札幌事務所：011-206-7427

6月19日（金）現在
 滝野公園は新型コロナウイルス感染拡大のため臨時休園と
し、開園に向けて準備作業を行っているところですが、令和 2
年 5月28日（木）の9時30分頃、園内の監視カメラの映像で、
ヒグマの姿が確認されたため、引き続き公園内における安全
を確認するため、臨時閉園を継続しております。
 ※現在調査・対策中につき、再開園の見通しは立っておりま
せん。ホームページ（http://www.takinopark.com/）内でご
確認いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）までお問
い合わせください。
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　COVID-19（新型コロナウイルス感染症）は、
なお予断を許さないものの、下火になりつつある
ようです。感染等でお亡くなりになられた方々の
御冥福をお祈り申し上げます。ただ、その数が昨
年のインフルエンザ由来の数の 3分の 1程度に抑
えられていることに注目する必要があります。こ
れは、医療従事者の方々が自らのリスクを厭

いと

わず、
重症者のケアを続けているからです。関係者の皆
さまに心からリスペクトするものです。一方、ウ
イルスの根絶は極めて困難なため、ワクチン等の
開発が望まれますが、これには年単位の時間がか
かる模様です。したがって、これからは、感染症
を意識した社会へと変化していくことが求められ
ます。過密なオフィスや長時間通勤が当たり前
だった働き方も変わっていくでしょう。感染防止
対策として導入された在宅勤務も、今後は、活用
できる職種が大幅に拡大していく可能性がありま
す。既に、斜里町のサテライトオフィス「しれと
こらぼ」では、東京のIT企業等が自然を楽しみな
がらのテレワークを始めています。こうした試み
が、定住に結びついていくよう、地域からの積極
的な情報発信や、質の高い居住環境の整備に向け、
創意工夫を発揮していくことが大切です。（黒﨑）
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